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■.  板パーツ×3枚
A．留め金具×1組
B．丁番×2
C．角飾り金具×8
D．組ネジ×2組
E．底敷きフェルト×1
F．持ち手×1
G. ネジ×14（留め金具・丁番共通）
H．釘×16（角飾り金具用）
（ネジ・釘は予備分として多めに入っています）

①
②

③

④ ⑤
⑥

⑦-1

⑧-2

⑧-1

⑦-2

内容物

ランチボックス型 スパイスボックスキット　説明書　Ver.2.1

組立て 組立図を参考に木工用ボンドで接着して組立てを行ってください。上記内容物の番号と下記組立図の番号は対応しています。
金具類の取付は、表面の完成図もご参照ください。

ディスプレイスタンドも木工用ボンドで接着してください。

≪組立図≫

万が一パーツの欠如や不良等がありましたらご連絡ください。
該当のパーツをご郵送いたします。

≪はじめに≫　
　この度はランチボックス型スパイスボックスキットをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
　失敗せずに、楽しく工作を行っていただくために、組立てに関しての注意点やコツ等を記載しておりますのでご一読ください。
≪作業前に≫
　●汚れても良い服装で :  カットされている木パーツは、側面の焦げが手や衣服に付着する恐れがありますので、汚れても良い服装での作業をお勧めいたします。

●板パーツの切り込みが浅い時はカッターで切り離してください。無理に外すとバリや欠けが生じます。もしもバリが生じた時はサンドペーパーをお使いください。
●組立ての際、パーツの上下左右裏表の間違いがないよう、図の番号や穴の位置を参考に組み立てましょう。（接着前に仮組みを行い確認するべし）
●塗装の上から接着をすると接着力は弱くなります。
●強度を保つ為に、木工用ボンドは接合面の全てに対して適切な量を塗る事が肝心です。バークランプで圧着すると強固に接着できます。（輪ゴムと本などの重石でも代用可）
●ネジの下穴は潰れやすいので締め過ぎにご注意ください。潰れて緩くなってしまった時は、爪楊枝を穴に深く差込み余分な部分をカットすればリカバリーできます。
●板の厚みはバラツキがあり一定ではありませんので、ハマりにくい事があります。その場合は無理に入れようとせずサンドペーパー等で調節してください。
●板は反りが生じる場合があります。霧吹き等で全体を軽く湿らせ、平らな板と重石を乗せる事で矯正できます。反りがひどく組立てが困難な場合はお試しください。
●角飾り金具の釘は垂直に刺してください。斜めに刺すと板から先端が飛び出ます。先細ペンチで釘をつまんで固定すると付けやすいです。
●輸送時、中身がボックスに当たる音（カタカタ音）が気になる場合は、付属のフェルトを内側に貼る事により軽減できます。

※まず初めに必ずお読みください、組立ての注意点とコツ
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